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原 著

モ ル モ ツ ト に お け る ツ ベ ル ク リ ン 反 応

第3報 未二感作お よび感作 モル モソ ト

における反応の時 間的推移

国立予防衛生研究所結核部(部 長:柳 沢 謙)

山 崎 久 治 ・ 浅 見 望

(受付 昭和30年9月12日)

I緒 言

未感作 モルモ ツ トにおけるツベル ク リン反応 の時間的

推移 に関 する文献 はほ とん ど見当 らない。 しか し,結 核

菌感染 モルモ ツ トにつ いては,土 田1),室 橋2),等 の報

告が ある。けれ ども,彼 等 が使用 した動物 のアレルギ ー

の強 さな らびに優用 ツベルク リン液等は今 口とかな り異

つてい る。われわれ は第1お よび2報3,4)に おいて
,モ

ルモ ツ トにおける ツベル ク リン反応 の特異性 お よび非特

異性 の反応 の限界 について述べた。今回は ツベルク リン

反応 の判定時間の最適時 を見 るため,未 感作動物お よび

感作動物に対照液 な らびに各種濃度OTを 皮内注射 し
,

注射 後3～6時 闇毎 に72時 間 まで反応 を観察 したので

その大要を報告 する。

鷺 実 験 方 法

1.使 用 モルモ ツ ト:こ の実験 には次 の2群 の動物を

用 いた。a)未 感作群:購 入後約1カ 月半飼育 した健康

な白色 モル モツ ト50匹 を用 い,こ の体重 は400～5009

であつた。b)感 作群:入 型結核 菌青山B株 の死菌流動

パ ラフィン乳剤6mgを 筋 肉内に接種後約2カ 月経過 し

た もの30匹 を用 い,こ の体重 も400～5009で あつた。

第 俵 使用 モ ルモ ツ トの区分

2.注 射 試 料:a)OT液:ソ ー トン培 地 のOTを

0.5%石 炭 酸 加 硼 酸硼 砂緩 衝 液 を もつ て1:10
,1:100,

1:1,000等 に稀 釈 した もの を用 い た。b)対 照 液:ソ ー

トン培 地 を1/10に 濃 縮 した も のを ,0。5%石 炭 酸 加 硼 酸

醐 砂 緩衝 液 を もつ て1:1,000液 に稀 釈 した も のを 用 い

た｡な お,対 照 液 の調 製 に使 用 す る硝 子 器具 は す べ て ク

ロー ム硫 酸 に浸 し,よ く水 洗 した もの を用 い た
0

3.注 射 方 法:未 感 作 群 で は背 部 の一 側 に 対 照 液 と

OT1:10液 を,他 側 にOT1:100液 と1:1
,000液 を

また,感 作 群 で は一 側 に対 照 液 を,他 側 にOT1:1 ,000

液 を,お の お の0.1ccず つ 皮 内注 射 した。

4.判 定 時 間:未 感 作 群 で は注 射 後6 ,12,24,36,

48お よび72時 問 の7回,感 作 群 で は 注射 後3 ,6,9,

12,15,18,21,24,30,36,42,48,60,お よび72時

間 の14回 に わ た つ て観 察 した。 なお 夜 間 にお け る判定

回数 を少 くす る た め,日 中 の長 い6月 に お い て,こ の実

験 を行 つ た。

5.判 定 方 法:発 赤 と硬 結 との 大 き混さを 測定 した。 た

だ,し,反 応 の 初 期 は 硬 結 と浮腫 との混 つ た も の で あ る

が,こ れ も一 応 硬 結 と して 記 載 した 。

III実 験 歳 績

1.未 感作動物 における反応

この成績は第2表 お よび第1図 の如 くである。す なわ

ち,対 照液 では注射後6時 間の反応 が最 も大 き く,そ の

平均値は7.8mmで あつた。次 で,時 間の経過 と共 に反

応は漸減 し,こ れをグ ラフ上 に描 くと,直 線を な して減

少 してお り,48時 間 ではほ とん ど反応 は消失 した。 ま

た,OTの 各液 では ツベルク リンの濃度 の増すに したが

つて,反 応 の大 きさも大 き くな り,時 間的推移は対照液

に平行 して漸減 し,72時 間ではOT1:10液 以外 はすべ

て反応 が消失 している。

2.感 作動物 における反応

この成績は第3表 お よび第2図 の如 くである｡

a)対 照液に よる反応:注 射後6時 問にお いて硬結は

最 も大 き く,そ の平均値10.6mmを 示 し,そ の後,時

間の経過 に伴 つて大 きさは漸減 し,48時 間後 においては

ほ とん ど消失 した。 また,発 赤は注射後9時 間か ら現れ,

そ の後,硬 結 よ りも2～3mm大 き く,硬 結 に平行 して

経過 した。 この感作 群における反応 を先 きの未感作群 に

おけ るもの と比較 する と,反 応 の様相は全 く同一であ り,
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第2表 未感作 モルモツ トにお ける各試料

による反 応 の時間的推移

第1図 未 感作 モルモ ツ トにおけ る反応 の

時 間的推移(50匹 平均)

ただ,反 応 の大 きさが未感作群に比 し,感 作 群 が1～2

mm大 きかつたのみ であ る。

b)OT1:1,000液 に よる反応:注 射後3時 間 に お

ける硬結 は12.5mmを 示 し,次 で時間の経過 と共 に,

反応 は漸増 し,15～21時 間において最大 とな り,そ の

第3表 感作 モルモ ツ トに対す るOT1:1000液 お よび対照液 によ

る反応 の時間的推移

註1)青 山B株 死 菌流動 パ ラフイ ン6mg筋 肉内接種後 約2ヵ 月を経過 したもの

2)体 重平均450gの もの20匹 の平均値

3)本 表 は20匹 の平均 であ る。

平均値 も18時 間 では18.8mmと なつ た。 しか し,24

時間後か らは反応 は減少 しは じめ,そ の後漸減 し,48時

間 では最大時の約2/3,72時 間 では最大時の約2/5と なつ

た。なお,注 射後15時 間頃 までの反応 は主 として浮腫

であ るが,そ の後は漸次硬結 として触れて来 た。 また,

反応 の初期 には個体差が少ないので,そ の標準偏差(δ)

も1.5以 内であるが,21時 間頃 よ りは,各 個体 に よ る

ア レルギーに よつ て反応上 に差異が生 じて くるため,ば

らつき も大 きくな り,標 準偏差 も大 き くなつ てい る。発

赤は注射後数 時間は明瞭 に現れ ないが,12時 間 目頃 よ り

は全例 に認 められ,そ の大 きさは硬結 よりも約2mm程

大 き く,硬 結に平 行 して経過 している。 しか し48時間後

頃 よりは,硬 結は残 るも発赤の消失 した もの もあつた。

第2図 感作 モルモツ トにお けるツベ ルク リン

1:1000お よび対照 液 による反 応の時 間

的推 移(20匹 平均)

IV考 案

土田1)は 結核菌 感染モ

ルモツ トにOTお よび対照

液 のおのおの1:5液 を 皮

内注射 した ところ,対 照液

では6時 間後か ら淡 い発赤

を認 め,12時 間後 にいた り

消失 した。 しか し,OTで

は発赤は6時 間後 か ら現 れ,

12時 間後に著 明 とな り,48

時間で最大 となつた と述べ

てい る。われわれが死菌流

動 パラ フインを もつ て強 く

感作 した動物 につい て行つ

た結果 は土 田の成績 とはや
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や異なつていた。すなわち,OTで は注射後反応 の最大

に達す るのは18時 間後である。 その後反応 は漸減 した。

また,注 射後15時 間頃 までの反応 は浮腫 が主徴 をな し,

硬結 は21時 間以後か ら発現 していた。 次ぎに,対 照液

では注射後6時 間が最 も大 きく,以 後比較 的急 に反応 は

減少 して いた。 これ らの結果か ら,ツ ベル ク リン注射後

の初期 は非特異性 と思われ る反応 が主 であ り,21時 間頃

か ら特異性反応が主 とな るよ うであ る。故に硬結 の充 分

触知 し得 る。24時 間前後において ツベル ク リン反応 を検

す るのが よいわ けであ る。

なお,動 物 の種類に よつて,反 応 の最大 に達す る時期

は違 うもの と思 う。 例 えば,柳 沢等5)が 人体 について

行つた結果 では,OTお よび対 照液 ともに硬結 は注射後

12時 間において最大 であるが,発 赤 はOTで は36時 間

後,対 照液 では12時 間後 に最大値があつた。 また,柴

田等6)が 牛 について行 つた成績 に よれ ば,陽 性牛はO

T注 射後42～72時 間に最大値を示 したが,陰 性牛 では

注射後6時 間 に最大値があ ると述 べている。 この よ うに

人お よび牛 にお けるOTに よる反応 の出現時期 はモルモ

ツ トにお けるもの と,か な り相違 している。 これ は生体

の抗原 に対す る反応 性の相違 と皮 膚の構造上 の差異 によ

る もの と考 えられ る。

V結 言

未感作お よび感 作モルモ ツ トに 対 照 液 お よ びOT

1:1,000,1:100,1:10等 の稀 釈液 を皮 内注 射 し,注

射後 時 間 を追 つ て反 応 の 経 過 を 調 べ た 結 果:

1.未 感 作 動物 に お い て は,各 試料 に よる硬 結 の大 き

さ は,注 射 後6時 間 が 最 大 値 を 示 し,そ の後 時 間 の経 過

に伴 い,反 応 は直 線 的 に 漸 減 した 。

2.感 作 動 物 に お い て も対 照 液 に よる反 応 は,先 き の

未 感 作 動 物 にお げ る もの とほ ゞ同 一傾 向 で あ つ た。 しか

し,OT1:1,000液 に よつ て は,注 射 後15～21時 間

に反 応 は最 大 と な り,そ の 後 徐 々に 減 少 して い る。

3.発 赤 は 一 般 に 硬 結 よ りも1～2mm程 大 き く,か

つ,硬 結 と平 行 して推 移 してい た 。

終 りに臨 み,御 懇 篤 な る御 指 導 を賜 つ た柳 沢部 長 に深

謝 す る。
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